
饉証
=ロ

87歳 で亡 くな [

島大学の学長 ,三

事務官を問つf.

県の水俣病三Yこ

担当課長た デ́三

筆
者
は
、
二
〇

一
九
年
七
月
か
ら
三

年
間
の
予
定
で
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
唯

一

の
世
界
自
然
遺
産
で
あ
る
シ
ュ
ン
ド
ル

ボ
ン

（↓
，

①
∽
目
８
『ぎ
●
∽
）
と
対
岸

を
接
す
る
農
村
部
に
て
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
環
境
開
発
協
会

（以
下
、
Ｂ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
）
と
協
働
し
な
が

ら
、
農
業
者
四
〇
世
帯
を
対
象
と
し
た

「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
シ
ュ
ン
ド
ル
ボ

ン
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー

ス
型
シ
ー
ド
バ
ン
ク
の
設
立
を
通
じ
た

里
山
農
業
保
全
活
動
」
を
実
施
し
て
い

る
。
本
事
業
の
目
的
は
、
「
農
村
の
地

域
住
民
が
当
事
者
意
識
を
も

っ
て
地
域

固
有
の
農
作
物
の
種
子
を
採
取
、
保
存

す
る
シ
ー
ド
バ
ン
ク
の
設
立
を
通
じ
、

伝
統
的
な
農
作
物
の
歴
史

・
文
化
と
適

切
な
自
然
資
源
管
理
を
踏
ま
え
た
里
山

保
全
農
業
を
進
め
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
」
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
筆
者
が
二
〇

一
九
年
七

月
～
二
〇
二
〇
年
三
月
に
渡
り
実
施
し

た
第

一
年
次
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
報

告
す
る
。
本
活
動
で
は
、

マ
ル
チ
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
よ
る
連
携

・
協
働
、

農
業
者
の
自
立
発
展
性
を
目
指
し
た
組

織
形
成
や
相
互
学
習
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

通
じ
た
農
村
地
域
の
活
性
化
と
環
境
保

全
の
両
立
を
図
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
の
視
点
を
重
視
し
て
実
施
し

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

現
地
事
情
を
把
握
す
る

た
め
の
基
礎
調
査

ま
ず
は
、
現
地

一
〇
０
人
の
農
業
者

を
対
象
と
し
、
農
業
や
生
活
に
関
す
る

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
調
査
を
実
施
し
た
．
現

地
で
は
カ
レ
ー
が
主
要
な
料
理
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
米
が
多
く
栽
培
さ
れ
て
い

る
〓
野
菜
で
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ナ

ス
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ユ
ウ
ガ
オ
、
オ
ク
ラ
、

ゴ
ー
ヤ
等
が
作
付
け
さ
れ
、
カ
レ
ー
料

理
に
使
用
さ
れ
る
。
最
近
で
は
、
換
金

性
の
高

い
ス
イ
カ
栽
培
も
盛
ん
な
地
域

で
あ
る

（佐
藤
、
二
〇

一
人
ヽ

野
菜

栽
培
で
は
生
産
性
の
高

い
ハ
イ
ブ
リ
ッ

卜
品
種
が
多
用
さ
れ
て
い
た
が
、
自
家

消
費
用
と
し
て
地
域
在
来
品
種
を
使
用

し
た
栽
培
も
目
立

っ
た
。
化
学
肥
料
や

農
薬
は
コ
ス
ト
が
高
く
、
家
計
を
圧
迫

す
る
こ
と
や
、
健
康

・
環
境

へ
の
影
響

を
懸
念
す
る
農
業
者
の
声
も
多
か
っ
た
。

在
来
品
種
の
生
産
性
は
低
い
が
、
化
学

肥
料
や
農
薬
を
多
用
せ
ず
に
有
機
的
に

栽
培
で
き
る
こ
と
や
、
味
の
点
で
は
在

来
種
の
方
が
お
い
し
い
と
の
意
見
が
聞

か
れ
た
。
農
業
生
産
性
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
食
育
、
農
業
者
の
健
康
や
環
境

保
全
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
と
り

な
が
ら
進
め
て
い
く
の
か
、
今
後
も
地

域
性
や
そ
の
固
有
性
を
尊
重
し
た
里
山

農
業
保
全
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
連
携

・
協
働

本
事
業
は
、
ク
ル
ナ
県
や
ダ
コ
ッ
プ

郡
の
農
業
普
及
局
、
ク
ル
ナ
大
学
、
農

業
資
材
会
社
、
地
域
住
民
や
環
境
Ｎ
Ｇ

Ｏ

で

あ

る

Ｂ

Ｅ

Ｄ

Ｓ

等

の
多

様

な

ス

テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携

・
協
働
し
て
実

施
し
た
。
同
事
業
の
イ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
五
三
名
の
関
係
者

が
集
ま
り
、
事
業
内
容
や
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。
ま
た
、

本
活
動
の
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
、
英

語
と
ベ
ン
ガ
ル
語
の
事
業
紹
介
パ
ン
フ

レ
ツ
ト

一
、
二
〇
〇
部
を
作
成

・
印
刷

し
、
関
係
者

・
団
体
七
〇
〇
ほ
ど
に
配

布
を
行

っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
に
よ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
環
境
に

配
慮
し
な
が
ら
在
来
作
物
品
種
の
栽
培
、

種
子
の
採
取

・
保
存

・
利
用
の
重
要
性

に
関
す
る
情
報
発
信
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
地
域
資
源
を
尊
重
し
な
が
ら

自
然
に
配
慮
し
た
持
続
的
な
農
業
体
系

の
確
立
と
そ
の
理
解
の
浸
透

・
定
着
を

今
後
よ
り

一
層
促
進
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

農
業
者
四
〇
名
の
選
抜
と

地
域
住
民
主
導
に
よ
る
シ
ー
ド

バ
ン
ク
委
員
会
の
設
立

農
作
業
に
は
女
性
が
多
く
関
わ

っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
受
益
者
で

あ
る
農
業
者
四
〇
名
の
選
抜
に
関
し
、

女
性
農
業
者
に
参
画
を
し
て
も
ら

つ
た
。

ま
た
、
四
〇
名
の
受
益
者
に
よ
リ
シ
ー

ド
バ
ン
グ
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
委
員

会
の
運
営
方
法
に
関
す
る
研
修
会
を
開

催
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ベ
ー
ス
型
の
シ
ー
ド

バ
ン
ク
委
員
会
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
主
体
の
在
来
作
物
品
種
の
栽

培
、
種
子
採
取

・
保
存

・
利
用
や
環
境
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